
全国引きこもり KHJ 親の会（家族会連合会）代表　奥山雅久　
第 12 号　発行日平成 15 年 1 月 12 日　事務局 〒 339-0057 埼玉県岩槻市本町 1-3-3
FAX 048-758-5705            ホームページ　http://www.khj-h.com

○ KHJ 熊本県「楠の会」 〒（熊本、佐賀県、長崎県）℡／ FAX 096-324-3068 武井　敬蔵
　〒 860-0072　熊本県熊本市花園 7-2435-12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○ KHJ 青森県「アップルの会」　 ℡／ FAX 0178-88-5297　事務局長　川村　克彦
　〒 039-0208　青森県三戸郡階上町蒼前西 5-9-1634　サンハウス内　　　　　　　　  
○ KHJ 岡山県「きびの会」℡・ FAX 086-462-8859
　〒 701-0111　 岡山県倉敷市上東 1244-9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能登　邦彦
○ KHJ 広島県「もみじの会」℡・ FAX 082-567-7740
〒 732-0056　 広島県広島市東区上大須賀町 1-6-701　　　　　　　　　　 藤岡　清人
○ KHJ 鹿児島県「楠の会」℡・ FAX 099-261-6857
〒 891-0133　 鹿児島県鹿児島市平川町 1103-9　　　　　　　　　　　　　　　　浜畑　麗子
○ KHJ 静岡県「いっぷく会」　℡ 090-5036-2552　FAX 054-641-8429
〒 426-0025　 静岡県藤枝市藤枝 3-9-7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神田　恵美子
○ KHJ 香川県（四国） 　　　℡ ・FAX　087-841-7037
〒 761-0113　 香川県高松市屋島西町 2483-1 ダイヤパレス屋島 101　　　　　　　　　　　松崎　邦治
○山形県「サークル あすなろ」　　℡ 0238-23-4909　FAX 0238-23-4903
〒 992-0026　 山形県米沢市東 3-6-31　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　正俊　
○ KHJ 福島県　　℡ 024-944-0750　FAX 024-943-1686
〒 963-8813　 福島県郡山市芳賀 2-21-10　　　　　　　　　　　　　　　 矢吹　孝志
○いばらき「里芋の会」「OFA」℡ 0297-42-1063　  FAX 0297-42-7751　
〒 300-2706　 茨城県結城郡石下町新石下 4503-1 朋友進学アカデミー内　菊池　芳明
○ KHJ 北海道「はまなす」℡／ FAX-0123-42-0556　 FAX 0123-42-0557　　　　
〒 066-0013 北海道千歳市柏台 1-3-1 千歳アルカディア、プラザ 4F ㈱ シンクプロジェクト内 木村  榮治　
○ KHJ 栃木県「ベリー会」℡　090--4247--2829　
〒 329-1105　 栃木県河内郡河内町中岡本 4077　　　　　　　　　　　  　斉藤三枝子

　☆親の会（月例会）問い合わせ先
　　　　　　4.670 家族 12 月末現在 31 支部（毎月 100 〜 200 増）
○ KHJ 本部（埼玉県、東京都、神奈川、、千葉県、栃木県・群馬県、茨城県、）
〒 339-0057 埼 県岩槻市本町 1-3-3 らうんじ内　FAX 048-758-5705　　　奥山　雅久　　
○ KHJ 東東京「楽の会」（東京都、千葉県、神奈川県）　　
〒 170-0002　東京都豊島区巣鴨 3-4-4　 ℡・FAX  03-3918-0655　　　　　　池田　佳世　　
○ KHJ 西東京「       」暫定   ( 東京都、神奈川県、千葉県 )  
〒 339-0057 埼 県岩槻市本町 1-3-3 らうんじ内　FAX 048-758-5705　　　奥山　雅久
○オレンヂの会東海（愛知県、三重県、岐阜県、近隣県）　　
　　 ℡・FAX  058-243-1056（夜間）　　例会会場 名古屋市女性会館　　　亀 山　  　　　
○ KHJ 東海なでしこの会（愛知県、三重県、岐阜県等）
〒 483-8337 愛知県江南市藤ヶ岡 4-1-1 江南団地 78-106  FAX  0587-52-4511  伊藤　進　　　
○ KHJ 北陸会　( 石川県、福井県）例会会場 石川県金沢市県立女性センター 
 〒 929-1215 石川県河北郡高松町高松ウ 17  　　　　　　　　　　　　　　  栗田　いね子　　　     

○とやま大地の会 〒 930-0046 富山県富山市堤町 1-3-14  富山 YMCA 内
　　　　　　　　℡・FAX   076-429-5886　　　                  　　　　　 事　務　局　　
○長野県さざんかの会 〒 381-0104  長野県長野市若穂牛島 980-22  池田由美子　　
○京都オレンジの会（京都府、奈良県、滋賀県等） 
〒 601-8328　 京都市南区吉祥院九条町 15-1 西大道ガーデンハイツ 1104　稲垣　緑　　　
○大阪オレンジの会（大阪府、奈良県、和歌山県等） 
〒 614-8376　 京都府八幡市男山竹園 5-114-403　　　　　　　　　　　 　和田　順子　　
○大阪高槻市オレンジの会（大阪府、奈良県、滋賀県等） 
〒 569-0814　 大阪府高槻市富田町 3-18-17（丸矢ハイツ）　 　　　　　　　岸本　昌三　　
○エスポワール（大阪） （本人 30 歳以上の会）
〒 614-8366　 京都府八幡市男山泉 5-17　　　　　　　　　　　 　　　　  木原　聆子　　
○神戸オレンジの会（兵庫県、） 
〒 652-0805　 兵庫県神戸市兵庫区羽坂 4-2-22　℡・FAX  078-515-8060　 松井　勝也　　
○ KHJ 福岡県「楠の会」（福岡、佐賀、大分、長崎） ℡ 090-8222-7403
〒 816-0079　 福岡県福岡市南区南大橋 1-17-2　　　　　　　　　　　　 　吉村　文恵　　
○ KHJ 高知県親の会 〒 780-8050 高知県高知市鴨部 979-27　　　　　 掛橋　繁則
○東北若者を援助する会（岩手県、秋田県、等）
〒 027-0051　 岩手県宮古市南町 7-11　℡ 0193-62-5899 FAX  63-8530　 　 藤田　健　　
○ KHJ 宮崎県「楠の会」　　　　　　　　　　　 　　　　　 植田美紀子
　〒 880-0944　宮崎県宮崎市江南町 4 丁目 9-9　FAX  0985（53）2666　
○ KHJ 宮城県「タオ」       ℡ 0229-69-5023                佐藤    傑
　〒 981-4400　宮城県加美郡宮崎屋敷 6-23-1　　　　　　　 　　　　　　
○ KHJ にいがた「秋桜の会」℡　090-4525-9112        岸本　則明
　〒 955-0823　新潟県三条市東本成寺 14-4　　　　　　　　　　　　　　　　　  
☆会員増にともない県 に枝分かれ検討中。☆他地区は会員増にともない、親の会を立ち上げ予定、それまでは会報発送します。

　　　　　☆各サークルの月例会（月 1 回）の役割
○同じ境遇の親同志での心おきない話し会い。自分達だけが引きこもり
 （すがり付、とり付）で苦しんでいるのではない、
　仲間が居るのだという実感。孤立感からの脱却→親の心の癒し→本人の
　言いつくせ 気持（心）に対応でき　る良好循環へ
○問題に対する情報の交換（施設、専門医、カウンセリング、薬等の）
○先輩会員の沢山の例を知る今後の自分達のこの問題に対する対応、心構
　えをつくってゆく
　　　　　☆引きこもり KHJ 親の会の役割
○情報の収集と検証（医療施設、専門機関、専門家、各種行政、マスコミ）
○不登校→引きこもり→すがり付→とり付の流れを、早い段階で対応すべく
　世間に警鐘をならしてゆく
○他県の同じ趣旨の会を立ち上げたり連携をとってゆく→全国組織化
○行政の対応や支援、制度化の対応を求めてゆく⇔（社会問題を起こしたり、
　本人の生涯に渡る永い状況は一家庭の対応を越えている）
○抜本的施設、「若者の居場所」「グループホーム」の設立と公的助成を

い
じ
め
か
ら
、
学
ん
だ
人
生
！ 

河
口
徳
夫

 
引
き
こ
も
り
は
、
横
並
び
の
価
値
観
を
捨
て
る
「
い
っ
ぷ
く
」。

投稿
　

前
号
か
ら
の
続
き

　
ま
た
、
学
校
に
相
談
に
行
く

と
、
よ
く
過
保
護
と
か
マ
ザ
コ

ン
と
か
意
味
も
な
く
言
わ
れ
、

い
じ
め
に
遭
う
人
間
は
マ
ザ
コ

ン
だ
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
当
時
は
「
平
気
で
人

を
い
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
自
立
し
た
人
間
だ
と
」
彼

ら
は
思
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

家
族
で
一
緒
に
出
歩
る
く

こ
と
は
、
み
っ
と
も
な
い
と

い
う
風
潮
が
あ
っ
た
。

　

よ
く
、
親
か
ら 

れ
て
住

ん
だ
方
が
い
い
と
言
わ
れ
る

が
、
日
本
経
済
が
傾
き
将
来

の
社
会
保
障
も
分
か
ら
な
い

時
代
に
、
親
子
が
一
致
団
結

せ
ず
、
こ
の
大
変
な
時
代
を

乗
り
切
れ
ま
す
か
。

　

引
き
こ
も
り
は
、
恥
ず
か

し
い
と
か
み
っ
と
も
な
い
事

と
も
思
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
他
人
に
一
切
迷
惑
を
か
け

な
い
の
で
す
か
ら
。
世
間
体

も
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
。

　

高
度
成
長
期
に
金
の
卵
と
い

わ
れ
集
団
就
職
し
た
人
々
の
半

数
が
途
中
で
脱
落
し
た
と
い
う
。

　

終
身
雇
用
、
年
功
序
列
の
時

代
だ
が
、
実
際
に
は
転
職
し
た

り
、
中
に
は
家
に
一
時
い
た
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
生
で

は
、
け
が
や
様
々
な
理
由
で
一

次
休
憩
、
つ
ま
り
「
い
っ
ぷ
く
」

す
る
の
は
当
た
り
前
だ
と
思
い

　

　
　

本機関誌は、全会員及び、関係国会議員、厚生労働省、
文部科学省、地方自治体の担当課、更にマスメディア、
専門家やその他の関係者に配布送付されます。

協力　　　　日本財団ボランティア支援事業

■
引
き
こ
も
り
案
件
の
歴
史
的
一
ペ
ー
ジ

　

昨
年
十
一
月
十
五
日
に
「
国
会
引
き
こ

も
り
対
策
議
員
連
盟
」
が
発
足
し
た
。
同

十
九
日
の
、
衆
議
院
議
員
会
館
で
の
議

員
主
催
の
「h

o
m

e

」
上
映
会
と
い
ず

　

約
百
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ひ

き
こ
も
り
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
昨
年
五

月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
。

行
政
と
し
て
初
め
て
本
格
的
な

対
応
に
乗
り
出
し
た
が
、
専
門

の
保
健
婦
や
医
師
な
ど
の
養
成

は
現
場
任
せ
で
、
必
要
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
若
者
の
居
場
所

な
ど
も
予
算
措
置
は
と
ら
れ
て

い
な
い
。

　

今
回
、
与
党
を
中
心
に
議
員

連
盟
が
で
き
た
の
は
、
早
急
に

対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
ひ
き
こ

も
り
問
題
に
、
制
度
や
予
算
な

ど
具
体
的
対
応
を
し
て
い
こ
う

と
の
議
員
の
意
向
が
働
い
た
と

み
ら
れ
る
。

ま
す
。

無
益
な
価
値
観
は
捨
て
て
、、
人

生
を
や
り
直
す
「
い
っ
ぷ
く
」

を　　
学
校
で
、
没
個
性
均
質
化
の

教
育
を
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
こ

の
「
い
っ
ぷ
く
」
を
利
用
し
て

自
分
に
本
当
に
向
い
た
仕
事
や
、

生
き
方
を
探
し
出
す
千
栽
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。「
い
っ
ぷ
く
」

し
て
、
頭
を
冷
し
、
人
生
を
考

え
直
し
た
方
が
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
有
利
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
せ
「
い
っ
ぷ
く
」
し
た

の
だ
か
ら
、
今
迄
の
人
生
で
し

み
付
き
、
す
り
込
ま
れ
た
、
無

益
な
価
値
観
は
捨
て
て
、
本
来

の
ク
リ
ア
な
頭
で
、
人
生
を
や

り
直
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
当
人
だ
け
で
は
な
く
、
親

の
方
も
頭
を
切
り
換
え
て
、
次

の
人
生
の
更
な
る
飛
躍
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
。

「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」「
瓢

箪
か
ら
こ
ま
」「
三
人
よ
れ
ば
文

殊
の
知
恵
」
と
、
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。

　

結
局
今
の
日
本
に

と
っ
て
、
や
り
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
当
人
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
所
、
医
療
、
建

設
業
、
製
造
業
、
金

融
・
学
校
・
税
制
、
国
・

個
人
か
ら
組
織
ま
で

全
部
の
人
が
、
や
り

直
し
、
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
ら
な
け
れ
ば
、

も
う
立
ち
ゆ
か
な
い

状
態
に
な
っ
て
る
の

は
、
み
な
さ
ん
ご
承

知
の 

り
で
す
。

　

だ
か
ら
、
今
、
引

き
こ
も
り
、
や
り
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
時
期
に
必
要
な
の
は
、

「
ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
」
だ
と

思
い
ま
す
。
引
っ
込
む
こ
と
な

く
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
ょ
う

　

こ
れ
で
「
引
き
こ
も
り
か
ら

の
旅
立
ち
」
と
、
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
（
完
）

解決へ大きな一歩
　大きな社会問題になっているひきこもりに国レベルで対策を立てよう
と、自民、公明、保守の与党議員ら 29 人が 15 日、「引きこもり対策議
員連盟」を発足させた。同連盟事務局長に就任した本県選出の土屋品子
衆院議員（自民、13 区）は「与党として政策をつくる目的を持って活動

したい。関係するあらゆる問題を幅広く取り組む」と話した。議
員連盟の発足集会に参加した岩槻市に本部のある「全国引きこも
りＫＨＪ親の会」の奥山雅久代表は「ひきこもりの解決に向けた
大きな一里塚。いよいよ山が動き出したとの印象」と期待した。

埼玉新聞平成14年
11月16日 ( 土 ) より

　

Ｋ
Ｈ
Ｊ
親
の
会
は
ひ
き
こ
も

り
対
策
の
民
間
団
体
と
し
て

は
全
国
最
大
の
組
織
。
当
初

は
本
県
の
み
の
小
さ
な
会
だ
っ

た
が
、
今
で
は
三
十
一
支
部
、

四
千
人
を
超
え
る
会
員
を
抱
え

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
問
題
の

社
会
的
な
広
が
り
を
う
か
が
わ

せ
る
。

　

同
会
の
奥
山
代
表
は
「
厚
労

省
に
ひ
き
こ
も
り
対
策
課
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。
訪
問
サ
ポ
ー

ト
事
業
や
家
庭
と
社
会
の
中
間

施
設
を
つ
く
る
に
は
予
算
的
な

裏
付
け
が
必
要
」
と
話
す
。

　

議
員
連
盟
会
長
の
園
田
博
之

衆
院
議
員
（
自
民
）
は
「
与
党

中
心
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
政
策

K
H
J

親
の
会
「
厚
労
省
に
対
策
課
を
」

ヤ
マ
が
動
き
出
す
？

　「
引
き
こ
も
り
対
策
元
年
」
の
夜
明
け

日　

時　

平
成
十
五
年
二
月
九
日
（
日
）

時　

間　

Ｐ
Ｍ 

１
時
か
ら
４
時
40
分

会　

場　

横
浜
市
開
港
記
念
館

参
加
方
法　

直
接
会
場
で
受
付

参
加
費　
　

２
、０
０
０
円

講　

演　

奥
山
雅
久
（
全
引
連
代
表
）

　
　
　
「h

om
e

」
上
映
会

体
験
談　

大
河
原
康
雄
（
35
才
）

主　

催　

全
国
引
き
こ
も
り
K
H
J　

　
　
　

親
の
会
（
家
族
会
連
合
会
）

■
今
春
に
も
引
き
こ
も
り
本
格
的
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

さ
ら
に
今
春
四
月
ご
ろ
に
は
「
引
き
こ
も
り
へ
の
対

応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
本
格
的
改
訂
版
」
が
厚
労
省
よ
り

全
都
道
府
県
に 

知
さ
れ
る
予
定
。

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
件
等
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
人
間
ゆ

う
ゆ
う
」
で
一
月
十
六
日
（
木
）
夜
七
時
半
〜
紹
介
さ

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
月
二
十
二
日
に
は
引
き
こ
も
り
二
時
間

番
組
の
特
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

引
き
こ
も
り
問
題
は
全
体
で
浮
上
し
て
ゆ
く
案
件
で

も
あ
る
。
全
国
の
当
該
家
族
の
団
結
で
、
引
き
こ
も
り

対
策
元
年
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

神
奈
川
県
支
部

　
設
立
へ
セ
ミ

れ
に
も
当
会
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。（
埼 

新
聞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ン
デ
ー
毎

日
等
）
引
き
こ
も
り
案
件
の
歴
史
的
一

ペ
ー
ジ
の
幕
開
け
で
あ
る
。

に
反
映
で
き
る
議
員
連
盟
に
し

た
い
。
ひ
き
こ
も
り
の
背
景
に

あ
る
大
き
な
問
題
に
取
り
組
ま

な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
」
と
危

機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

議
員
連
盟
の
役
員
と
県
選
出

議
員
で
総
会
参
加
者
は
以
下
の 

り
（
敬
称
略
）。

　

▽
会
長　

園
田
博
之
（
自
民
）

▽
副
会
長　

青
山
二
三
（
公
明
）

小
池
百
合
子
（
保
守
）
▽
事
務

局
長　

土
屋
品
子
（
自
民
）
▽

幹
事　

馳
浩
（
自
民
）
池
坊
保

子
（
公
明
）
田
中
甲
（
無
所
属
）

▽
本
県
選
出
議
員　

三
ツ
林
隆

志（
自
民
、14
区
）大
野
松
茂（
自

民
、
９
区
）
小
泉
龍
司
（
自
民
、

11
区
）
山
口
泰
明
（
自
民
、10
区
）

国
会
　
厚
労
省
　
各
自
治
体
　

N
H
K
等
マ
ス
コ
ミ
、
伝
統
仏
教
界
等★皆さんのご要望を「国会引きこもり対策議員連盟」に！

当会では、引きこもり案件に対する自由なご意見要望を議員連盟につなぎます。
当会本部までお手紙 FAX をお届け下さい。（住所、FAX は上記「旅立ち」題字下に明記）

代
表
　
奥
山
雅
久



㈱メディカルヤマモト
リフレッシュグループ

■
C
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　

当
機
関
紙
「
旅
立
ち
」
の
前

回
号
で
紹
介
し
た
引
き
こ
も
り

あ
と
一
歩
の
方
の
就
学
、
就
業

の
受
け
入
れ
企
業
の
記
事
を
見

て
埼 

の
C
さ
ん
か
ら
母
親
を 

じ
て
当
会
に
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。

　

三
十
才
の
C
さ
ん
は
、
少
し

の
期
間
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
た
経
験
が
あ
り
、
動

物
が
好
き
だ
か
ら
と
応
募
動
機

を
話
し
て
く
れ
た
。

　

去
る
十
二
月
中
旬
、
受
け
入

れ
企
業
の
㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
ヤ
マ

モ
ト
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
グ
ル
ー
プ

の
山
本
利
幸
会
長
、
長
谷
川
仁

氏
は 

C
さ
ん
と
母
親
と
、
立
ち

会
い
の
当
会
の
奥
山
雅
久
代
表

と
大
宮
駅
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で 

会
し
た
。

　

受
け
入
れ
企
業
と
し
て
C
さ

ん
を
ど
う
迎
え
た
ら
よ
い
か
話

し
合
っ
た
。
C
さ
ん
の
希
望
す

る
ト
リ
マ
ー
の
養
成
学
校
よ
り

直
接
お
店
で
見
習
い
就
業
を
と

の
意
見
で
隣
接
す
る
県
の
店
で

受
け
入
を
整
え
る
事
に
な
っ
た
。

○
支
部
（
県
組
織
）
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
自
治
体
等
へ
陳
情
と
一
緒
に
提

出
。

○
月
例
会
で
の
講
師
の
講
演
録
を
会
報
に

て
再
現
（
当
日
こ
れ
な
か
っ
た
人
に
も
読

め
る
よ
う
に
）
お
よ
び
、
出
席
し
た
全
員

の
感
想
。

○
若
者
の
居
場
所
の
創
設
、
お
よ
び
若
者

全国の家族会の動き
お
勧
め
本
紹
介

新
刊
本
「
引
き
こ
も
り
支
援
ガ
イ
ド
」　　

晶
文
社  

１
６
０
０
円　

 
「
ひ
き
こ
も
り
脱
出
ガ
イ
ド
」
武
藤
清
栄
、
渡
辺
健
著 

明
石
書
店 

１
６
０
０
円

「
閉
じ
こ
も
る
フ
ク
ロ
ウ
」
町
沢
静
夫
著　

朝
日
新
聞
社      

１
０
０
０
円 

「
退
化
す
る
こ
ど
も
た
ち
」
小
林 

雄
著　

現
代
人
文
社  　
　

 

１
７
０
０
円

「
脳
か
ら
治
す
心
の
ト
ラ
ブ
ル
…
」
浅
野
幸
恵
著　

築
地
書
館   

１
５
０
０
円

「
困
っ
た
子
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
」
池
田
佳
世
著 

ハ
ー
ト
出
版    

１
５
０
０
円

「
お
父
さ
ん
が
叱
れ
な
い
理
由
」 

尾
木
直
樹
著 

佼
正
出
版
者
社  

１
４
０
０
円

「
引
き
こ
も
り
と
向
き
合
う
」
蔵
本
信
比
古
著　

金
剛
出
版
（
実
証
手
引
書
）

「
ひ
き
こ
も
り
救
出
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
斉
藤
環
著 

P
H
P
研
究
所   

２
１
０
０
円

「
引
き
こ
も
り
生
還
記
」
池
上
正
樹
著　

小
学
館
文
庫         

５
０
０
円

「
社
会
的
引
き
こ
も
り
」　

斉
藤
環　

P
H
P
新
書             

６
８
０
円

「
子
ど
も
の
危
機
を
ど
う
見
る
か
」
尾
木
直
樹
著
岩
波
新
書 　

 

６
６
０
円

引きこもり受け入れ企業　
トリマー　　整体師

　

こ
の
一
年
た
く
さ
ん
の
全
国
各
地
の
地
区
、
K
H
J
各
県
支
部
か
ら

の
会
報
が
本
部
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
半
年
〜
二
年
以
上
と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
各
会

の
充
実
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
と
て
も
全
部
当
機
関
紙

に
載
せ
ら
れ
な
い
の
で
そ
の
内
容
の
一
部
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

地区、県支部だよりを読んで

　

精
神
・
神
経
関
係
の
分
野
で
も

過
去
に
先
駆
的
実
績
の
あ
る
シ
ン

ク
タ
ン
ク
会
社
（
株
）
シ
ン
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
木
村

榮
治
社
長
は「
K
H
J

引
き
こ
も
り
ナ
ビ

ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」

と
銘
打
ち
、
引
き
こ

も
り
者
の
自
分
の
好

き
な
こ
と
発
見
開
発
・

ソ
フ
ト
の
開
発
に
着

手
、

KHJ
北
海
道
立
ち

上
げ
セ
ミ
ナ
ー
で
奥

山
雅
久
代
表
の
講
演

で
、
引
き
こ
も
り
脱

「
引
き
こ
も
り
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」

グ
ル
ー
プ
の
行
事
の
紹
介

○
著
名
人
の
ビ
デ
オ
や
「h

o
m

e

」

の
上
映
会

○
父
親
の
会
、
飲
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
行
事
の
紹
介
（
父
親
の
対
応
も
大

き
な
カ
ギ
な
の
で
）

○
県
内
の
関
連
施
設
、
若
者
の
会
と

の
交
換
、
活
動
内
容
行
事
の
紹
介

○
県
会
、
市
会
議
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
、

○
時
に
は
例
会
の
一
部
に
地
元
の
音

楽
家
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
挿
入
や

ク
リ
ス
マ
ス
会

○
ハ
イ
キ
ン
グ
、芋
煮
会
、施
設
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
等
の
見
学
会
の
実

施
と
予
告
。

○
会
支
援
の
専
門
家
た
ち
の
個 

相

談
会
の
実
施
、
訪
問
サ
ポ
ー
ト
士
の

養
成
講
座
。

○
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
（
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等

や
）
県
立
大
学
の
先
生
や
県
医
師
会

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、

○
県
内
に
さ
ら
に
支
部
を
構
築

○
公
的
機
関
の
家
族
教
室
と
の
交
換

○
法
人
化

           etc

　

高
野
山
真
言
宗
本
山
は
引
き
こ
も

り
は
日
本
人
の
心
の
問
題
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、支
援
の
一
貫
と
し
て
、

第
３
回
目
の
本
人
や
家
族
受
入
れ
の

行
事
を
催
行
し
て
頂
け
る
旨
を
全
引

連K
H

J

に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
。

　

京
都
の
山
田
孝
明
さ
ん
と
若
者
に

打
合
せ
に
行
っ
て
頂
き
、
今
月
１
月

29
日
、30

日
に
催
行
予
定
と
な
っ

た
。

　

高
野
山
ミ
ニ
修
行
で
、
癒
さ
れ
、

自
信
を
戴
こ
う
。

　

内
容
は
、
座
禅
、 
経
、
く
る
ま
座

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
歴
史
上
人
物
の

墓
石
の
居
並
ぶ
２
㎞
の
散
歩
等
。
癒

さ
れ
、
何
か
を
感
じ
る
キ
ッ
カ
ケ
と

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。　

催 行 日　１月 29 日㈫、30 日㈬の 2 日間　延泊可
参 加 費　5,000 円（延泊は一泊に付５、０００円３食付）と
　　　　　各自の交 費
集合場所　東京駅「銀の鈴」AM8：00
  大宮駅 コンコースの「まめの木」AM7：00
  大阪難波駅　南海電鉄３F 改札口 PM12：20
申込方法　KHJ 本部　FAX ：048 (758) 5705
〒 339-0057 埼 県岩槻市本町１・３・３
1 月 25 日迄に FAX か郵送で人数、お名前、住所、
℡、本人か家族か一緒か記入の上お申し込み下さい。
コンダクター　 奥山雅久、山田孝明予定

却
家
族
か
ら
の
、
本
人
の
好
き
な

こ
と
が
脱
却
の
手
掛
か
り
、
よ
す

が
に
な
っ
て
い
る
と
の
話
し
を
、

同
支
部
事
務
局
長
と
し
て
参
画
し

て
聞
い
た
木
村
社
長
は
、
そ
の
開

発
動
機
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
て
い

る
。

　

同
社
で
は
、
こ
の
ソ
フ
ト
は
必

ず
引
き
こ
も
り
の
若
者
た
ち
の
福

音
に
な
る
と
の
信
念
で
企
画
・
立

案
に
現
在
全
力
を
注
い
で
く
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
多
く
の
社
会
的
理
念

を
有
す
人
物
、
団
体
と
私
た
ち

K
H
J
家
族
が
全
国
で
広
く
手
を

結
び
、
大
き
な
力
と
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
ひ
と

つ
の
実
例
と
い
え
る
。

１
２
０
０
年
の
密
教

の
神
髄
に
触
れ
て
み
る

と
？
・
・
・
！

　

一
週
間
後
、
長
谷
川
仁
氏
か

ら
C
さ
ん
が
店
長
さ
ん
の
知
り

合
い
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
少

し
ず
つ
就
業
が
始
ま
り
ま
し
た

と
の
う
れ
し
い
連
絡
を
い
た
だ

い
た
。

　

山
本
利
幸
会
長
の
伝
言
と
し

て
、
ヤ
マ
モ
ト
グ
ル
ー
プ
は
専

門
学
校
（
整
体
師
、ト
リ
マ
ー
）、

全
国
の
お
店
で
受
け
入
れ
を
整

え
、
相
談
に
の
り
ま
す
と
、
あ

り
が
た
い
話
が
届
い
て
い
る
。

当
機
関
紙
を
た
ま
に
は
当
人
に

も
見
せ
て
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

FAX
０
４
８
（
７
５
８
）

５
７
０
５
埼 

県
岩
槻
市
本
町

１
・
３
・
３
当
会
本
部
へ

 親
本人一緒でも一人でも

　

引
き
こ
も
り
者
を
抱
え
る
家

庭
は
そ
の
長
期
化
に
伴
い
、
二

次
障
害
へ
移
行
し
や
す
く
、
ア

リ
地
獄
に
陥
り
先
の
見
え
な
い

エ
ン
ド
レ
ス
の
親
子
に
な
っ
て

い
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
閉
塞
状

況
を
救
う
の
が
第
三
者
の
係
わ

り
、
云
わ
ゆ
る
当
該
家
庭
に
外

か
ら
の
風
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
家
族
会
の
他
、
そ
の
代
表

的
例
が
訪
問
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

　

当
会
は
埼 

県
の
補
助
を
受
け

こ
の
「
訪
問
サ
ポ
ー
ト
士
育
成

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
行
中
で
あ
る
。

　

会
の
全
国
ネ
ッ
ト
の
情
報
と

引
き
こ
も
り
経
験
者
に
よ
る
訪

問
サ
ポ
ー
ト
実
例
、
全
国
で
の

訪
問
手
法
、
臨
床
精
神
科
医
、

臨
床
心
理
士
と
大
学
院
の
協
力

を
得
て
、
最
後
の
追
い
込
み
作

業
に
入
っ
て
い
る
。

　

教
本
の
完
成
す
る
二
月
末
後

は
、
ま
ず
埼 

県
に
提
出
。
で
き

れ
ば
厚
労
省
、
国
会
引
き
こ
も

り
対
策
議
員
連
盟
、
全
国
各
地

の
自
治
体
に
提
出
の
上
、
自
治

体
と
民
間
が
協
力
し
て
教
本
を

使
い
各
地
で
「
訪
問
サ
ポ
ー
ト

士
育
成
講
座
」
を
開
催
し
て
も

ら
い
、
訪
問
サ
ポ
ー
ト
士
の
登

録
さ
れ
た
訪
問
サ
ポ
ー
ト
協
会

が
全
国
各
県
に
誕
生
す
る
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
る
。

訪問サポート士育成教本

入
門
編
、
２
月
完
成
に
向
け
進
行
中

各県に訪問サポート士派遣協会を！

　

私
は
五
十
歳
く
ら
い
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
い
っ
た
い
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
だ
・
・
・
せ
め
て
親
か

ら
離
れ
て
生
活
の
場
が
欲
し
い
、

五
十
歳
前
後
の
私
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
施
設
を
紹
介
し
て
ほ
し

い
」

　

こ
れ
に
応
え
て
当
会
は
や
っ
と

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
有
料
）

を
案
内
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
ケ
ー
ス
、
親
の
年

齢
は
八
十
歳
前
後
で
あ
る
、
金
銭 

も
心
配
で
あ
る
。
と
同
時
に
こ
れ

は
我
々
家
族
の
百
万
軒
の
将
来
の

　

こ
の
三
年
間
毎
日
当
会
へ
全

国
各
地
か
ら
手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
当
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
数
が
一
日
に
６
０
０
件
〜

１
０
０
０
件
へ
と
引
き
こ
も
り

問
題
の
す
そ
野
の
広
さ
を
実
感

さ
せ
ら
れ
る
。

　

引
き
こ
も
り
当
人
た
ち
は
パ

ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を 

し
て
外
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る

例
も
多
い
為
、
最
近
当
人
た
ち

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

い
る
。

　

そ
の
中
か
ら
印
象
的
な
長
期

の
引
き
こ
も
り
五
十
歳
前
後
の

五
名
に
共 

し
た
内
容
を
紹
介
、

要
約
す
る
と
、「
私
は
二
十
五

年
（
三
十
年
以
上
）
引
き
こ
も
っ

て
し
ま
っ
た
。
逆
に
こ
こ
ま
で

私
の
引
き
こ
も
り
状
態
を
支
え

て
し
ま
っ
た
親
を
う
ら
め
し
く
、

殺
意
す
ら
覚
え
る
。

引きこもりの後はどうなるの？

五
十
才
前
後
の
引
き
こ
も
り
本
人
達
か

ら
の
問
合
せ　

姿
な
の
か
？
・
・
・
。

　

当
会
は
親
御
に
勧
め
た
い
。
腹

を
ク
ク
リ
勇
気
を
出
し
て
当 

の

恐
怖
に
は
な
ん
と
か
目
を
つ
ぶ

り
、
こ
の
機
関
誌
を
茶
の
間
の

テ
ー
ブ
ル
の
上
な
り
に
置
い
て
、

　全引連 KHJ は引きこもりは、日時の経過とともに本人は
もとより家族まで追い込
まれていく実態とそこか
ら見事に再生していく実
録映画「home」を、その
社会的意義にかんがみサ
ポートしていくことなっ
た。
　 昨 年 12 月 28 日

「home」の小林兄弟、
父親と全引連はこのこと
で協議した。

典型的な引きこもり家庭が再生していく
実録映画「home」をサポート

本
人
の
目
に
入
る
よ
う
に
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
関
連
情
報
を
彼
ら
に
。

　

抜
本
的
に
は
行
政
専
門
家
、
第

三
者
、
訪
問
サ
ポ
ー
タ
ー
、
中
間

施
設
、
財
政
的
支
援
、
補
助
・
社

会
的
理
解
、
支
援
等
は
全
引
連
全

体
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

参加募集、


